報道関係各位

平成21年9月15日

横浜トリエンナーレ・市民アーカイブ・プロジェクト
初公開！横浜トリエンナーレのアーカイブ

地下倉庫に眠っていた過去3回の横浜トリエンナーレ本展・市民活動の資料が、

横トリ史上初めて展示されます。

2001年、2005年、2008年の3回にわたって横浜市で開かれた「横浜トリエンナーレ」は、国内最大級の国際美術展です。そしてそれら各展においては市民活動が大きな役割を果たしています。
「横浜トリエンナーレ市民アーカイブ」プロジェクトは、横浜トリエンナーレ本展の企画・運営に関わる記録、および市民活動に関わる記録を保全・保管し、参照可能な形で整理・分類することを目的としている市民活動です。
私たちはこの度「開国博Y150」ベイサイド市民共催において、ZAIMの地下倉庫に保管されていた横浜トリエンナーレの関連資料を公開展示します。先月ようやく虫干しが終わったところで、資料としては未整理の状態での展示となりますが、これらの資料から美術関係者や行政関係者、アート作家、ボランティアの市民がどのような気持ちでこの大規模美術展に関わったのか、その一端がご覧いただけるかもしれません。また、展示期間中に横浜トリエンナーレ関係者によるトークイベントも実施します。
期間：平成21年9月21日（月・祝）から25日（金）の5日間

時間：11:00から20:00（21日は12:00から、25日は17:00まで）

場所：横浜赤レンガ倉庫1号館2階
入場料：無料

トークイベント：9月23日（水・祝）14:00から

お問い合わせ：info.ytarchive@gmail.com（代表：山本、副代表：千野）

http://www.2bx.bz/blg/ytArchive/

